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　昨年11月22日、西脇高校の生徒たちの製作し
た衣装を着用したあるファッションショーが開
催されました。モデルを務めたのは、市内の重
度障害者通所施設を利用している子どもや大人
たち。その生き生きとした姿に、会場は称賛や
応援の思いがこもった拍手で包まれました。
　これは、ボランティアや福祉関係団体、学校
などによる実行委員会が、福祉を身近なものと
して感じ、より関心と理解を深めることを目的
として開催した「いきいきふれ愛まつり」のス
テージの一場面です。
　出演者は、西脇高校の生徒のサポートを受け
ながら、ある人は力強く歩き、ある人は車いす
を使って舞台に登場し、それぞれの個性に合わ
せた機能性やデザイン性を兼ね備えた衣装で、
自分らしさを表現しました。舞台上では、施設
での日常の様子や、施設職員からのメッセージ
が映し出され、障害のある人たちの生活やそれ

を支えるスタッフの思いが伝わってきました。
　私たちは「障害のある人もない人も、互いに
その人らしさを認め合いながら共に生きていけ
る社会の実現」を目指していますが、まだまだ
多くの障壁が日常生活には存在しています。着
たい服が着ることができないこと、自由に移動
ができないこともそんな障壁の一つです。
　企画段階から実施にかけて、障害者と高校生、
施設の支援者、家族など多くの人々がつながる
とともに、会場では、これまで接することがな
かった人たちも、このショーを通して、重度障
害者のことを知ることができたように思います。
　こうした活動が障害者への理解を深め、共に
支え合う意識を高めていく貴重なきっかけとな
るではないかと感じています。

ファッションショーがつながりをつくる

申し込みはこちら▶ 【西脇市動植物生態調査研究グループ】
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　林内の道端や斜面など
に見られます。大きさは幼菌時では２㌢程度
ですが、成熟すると５㌢程度になり、分厚い
外皮が６～10片に裂けて星形に開きます。
　外皮は湿気を吸うと開き、乾燥すると閉じ
て元に戻ります。このようなことから「キノ
コの湿度計」とも呼ばれています。
　乾燥した日には外皮を閉じて丸くなって風
の力を借りて転がり、新しいところで外皮を
開き胞子を放出し子孫を残す個体もあります。
　内部が白い幼体は食用にされ、みそ汁の具
や揚げ物、つくだ煮などに用いられます。特
に炊き込みご飯と串揚げは絶品だそうです。
成熟して中身が茶色や黒くなったものは食用
には適しません。
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。
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落
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、
白
布
に
つ
つ
ま
れ
た
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げ
て
包
み
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開
く
と
、
大

ナ
マ
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っ
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と
の
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あ
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ま
す
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姫
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こ
の
神
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深
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わ
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、
地
域
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統
行
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か
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い
ま
す
。

姫滝（近景） 姫滝（重国橋から望む）

みんなでまちづくり―市民の皆さんのまちづくり活動―

　西脇商工会議所青年部は、独身男女に出会いの場を
提供し、結婚を支援するため市内で婚活イベントを開
催しています。
　昨年10月に開催した「ゴル
フレッスン婚活！」では、独
身男女８人がシミュレーショ
ンゴルフを通して交流し、気
になった異性の方と連絡先を
交換しました。また、今年３
月７日（土）には市内のカフェレストランを貸し切り、
男女の交流パーティーを開催予定です。

　今後も継続して婚活事業を
行い、出会いの場を提供して
いくことで、結婚支援、ひい
ては西脇市の定住者の増加を
目指そうと奔走して
います。

～市民提案型まちづくり事業採択団体の紹介～
西脇市で独身男女の出会いの場を提供
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市長からの手紙
― 西脇を元気に‼ ―

 

先
日
、
高
田
井
町
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矢
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繕
が

完
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し
ま
し
た
。

　
設
置
か
ら
75
年
が
た
ち
、
傷
み

が
進
ん
で
い
た
東
屋
の
改
修
を
地

域
の
有
志
や
「
矢
筈
山
の
会
」
の

方
が
中
心
と
な
り
、
資
材
購
入
の

た
め
の
寄
附
の
呼
び
掛
け
や
、
資

材
を
山
頂
ま
で
運
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
な
ど
を
「
矢
筈
山
東
屋
修

繕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
み
ん
な
で
つ

く
る
修
繕
活
動
」
と
し
て
、
多
く

の
方
々
の
力
を
結
集
し
て
進
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
修
繕
で
使
っ

た
木
材
約
１
０
０
本
や
セ
メ
ン
ト

な
ど
の
資
材
を
地
元
高
田
井
町
の

皆
さ
ん
や
登
山
愛
好
家
、
学
生
、

関
係
者
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
の
力
で
山
頂
ま
で
運
び

上
げ
い
た
だ
き
、
思
い
の
こ
も
っ

た
改
修
が
実
現
し
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
も
皆
さ
ま
に
整
備
い
た
だ
い

た
登
山
道
を
登
り
、
新
東
屋
の
竣

工
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
晴
天
の
も
と
、
山
頂
か
ら

望
む
西
脇
市
の
街
並
み
は
格
別
で
、

矢
筈
山
が
紡
い
だ
皆
さ
ま
の
絆
を

改
め
て
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

矢
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山
（
標
高
３
６
３
㍍
）
は
市

街
を
見
下
ろ
す
景
勝
地
で
す
が
、

戦
国
時
代
の
山
城
跡
や
中
腹
の
鉱

山
跡
と
い
っ
た
歴
史
的
遺
構
も
残

っ
て
お
り
、
市
内
外
か
ら
多
く
の

登
山
愛
好
家
が
訪
れ
る
名
所
の
一

つ
で
す
。

　
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
協
力

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
来
訪
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

矢
筈
山
が
紡
い
だ
皆
さ
ん
の
絆多くの方によって生まれ変わった東屋

の内部


